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ESmt13997由来の FI個体が7匹得られた。 Genotypingの結果、 FI個体は G13997A点変異を全身に 100%で















較して mito-mice13997は血液細胞のがん化を引き起こす個体の割合が高く、マウス個体に導入した G13997A 
点変異はマウス生体内で血液細胞のがん化を引き起こすことが示唆された。マウス腕がん細胞株を用いた先
行研究では、転移能がmtDNAによって支配されていることを明らかにしたが、本研究によって、血液細胞
においては発がん能力自体も mtDNAの支配が存在する可能性が示され、非常に画期的な現象を見出せたと
言える。
審査の結果の要旨
本学位論文において横田氏は、先行研究で明らかにされたがん転移に寄与する mtDNAの変異をマウス生
体内に導入することに成功し、変異型mtDNAを導入した新たな病態モデルマウスを確立したという点で価
値が高い研究を行なったと言える。またその作製したモデルマウスを用いて、 mtDNAの変異が血液細胞の
がん化に関与している可能性を示唆しており、非常に重要な知見を示した学位論文と判断できる。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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